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● お知らせ ● 

奨学基金への寄付を募ります 
 
BCJA 奨学基金は、BCJA 会員の有志の方々からの寄付

金を基盤として、英国留学生の支援活動を着実に進めてき

ております。今年度も奨学生の募集を行いますので、奨学

基金へのご寄付をお願い申し上げます。 
（詳しくは、本ニューズレター7 ページをご覧ください。） 
募金計画 

◆ 寄付金額：一口 5,000 円 
◆ 口座番号：00180-0-426794（ゆうちょ銀行） 
◆ 加入者名： BCJA 奨学基金 

同封の振込用紙をご利用くださいませ。

年会費の納入をお願いします 
 
BCJA 運営のため、年会費の納入をお願いいたします。 

納入方法 

◆ 年会費金額：2,000 円 
◆ 口座番号：00180-0-426794（ゆうちょ銀行） 
◆ 加入者名： BCJA 奨学基金 

同封の振込用紙をご利用くださいませ。

※ 振込用紙の「通信欄」に 
1. 会則変更の賛否（〇×） 
2. 近況、ご意見 
3. メールアドレス 

   をご記入下されば幸いです。 

BCJA 役員および執行部を募集いたします！ 
 
BCJA の運営ためにご協力いただける方を随時募集して

おります。Google グループなどで活動も行っておりますの

で、是非ご連絡ください。 
ご連絡先 

◆ Google グループ URL 

https://groups.google.com/forum/ 
?hl=ja#!forum/bcja-member 

 
 

 

 

2021 年 BCJA 年活動状況について 

          BCJA 会長 青柳昌宏 
 

一昨年からの未曾有の新型コロナウイルス感染流行が続

いています。マスク着用は続きますが、3 回目のワクチン接

種が進み、日常の生活が戻ってきた感があります。BCJA 会

員の皆様におかれては、いかがお過ごしでしょうか？ 

BCJA2021 年度の活動について、ご報告させていただき

ます。21 年目を迎えた BCJA 奨学金については、コロナ感

染リスクが懸念される困難な状況下にも関わらず、例年並み

の応募者数となり、その中から、選考委員会により優秀な 5

名の方が選らばれ、英国留学に送り出すことができました。

一方、奨学金への寄付額については、徐々に減少する傾向

が続いており、BCJA 奨学金制度を維持するため、寄付金募

集の仕組み作り、BCJA 会員数の増加など、地道に取り組

んでいく必要があります。これまでもお伝えしてきたように、

BCJA 奨学生独自の OB 組織について、順調に発展してお

ります。今後は、奨学金制度が BCJA 奨学生 OB を主体とし

た運営に徐々に移行していくことを期待しております。今年

度は、当方の引継ぎを含めて、BCJA 役員組織の見直しを

予定しております。よろしくご協力をお願いいたします。 

最後に、奨学金への皆様のご支援を引き続きよろしくお

願いいたします。 

 

（BCJA 年間活動についてのお問い合わせは、 

masa_aoyagi5@yahoo.co.jp までお願いいたします。） 
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2021 年度ＢＣＪＡ英国留学奨学金の審査を終えて 

――本年も皆様のご支援・ご厚意に感謝します 

BCJA 英国留学奨学金審査委員会 委員長 白鳥 令 

 

コロナヴィールスが猛威を振るっていて、外国に行くことも

困難で、社会の正常な活動も行えないような状況が続いて

います が、ＢＣＪＡ英国留学奨学金に関しては、本年も無事

に５名の方々に英国留学奨学金を授与することが出来まし

た。ＢＣＪＡ 会員をはじめとする皆様のご支援・ご厚情に、審

査委員長として心から感謝申し上げます。 

本年も、日本で学んで居られる外国からの留学生や外国

で学んで居られる日本からの留学生も含め、６３名の非常に

優秀な方々 から応募がありました。その中から５名の授与

者を選考するのは、非常に困難な作業でした。審査委員一

同、もう少し奨学金 授与者を増やすことが出来たらと、無念

の思いで５名の授与者を選考しました。 

ＢＣＪＡ英国留学奨学金は、日本の教育機関で主要な教

育を受けた方であれば、国籍、現在の居住地、年令、職業

等を問わず、 誰でも応募出来るかたちになって居ます。ま

た、奨学金の額が少ないこともあり、英国の教育研究機関で

教育研究を行うという 目的に沿ったかたちであれば、この

奨学金を旅費や滞在費の足しに使っていただいても、資料

費に使っていただいても、自由に お使いいただけるかたち

になって居ます。研究・教育の分野も、音楽・絵画・ドラマ等

芸術的分野も含めて出来る限り広い範囲 を考え、偏ること

のないように、審査委員会としては努力をしています。 

英国の研究教育機関が質的に特に高い水準のレベルを

誇る分野で、だからこそ英国の教育研究機関に留学すること

に意味があり、 明確な滞在計画と将来構想を持ち、英国へ

の留学がその方の将来にとっても日本の社会や世界にとっ

ても価値のあるものとなり そうな、そのような人物にＢＣＪＡ英

国留学奨学金を差し上げたいと、審査委員一同は考えてい

ます。 

昨年も書いたことですが、オクスフォードやケンブリッジで

は、評価の高い奨学金を授与されることは何よりも名誉と考

えられ、 奨学金の授与が公表された後に金額は辞退する

けれど授与されたという記録は残すことも普通に起こることで

す。ＢＣＪＡ英国 留学奨学金についても、この３年ほど同じ

現象が起こっています。審査委員会としては、これからも、本

奨学金を「金額は小さい けれど、授与されることが名誉な奨

学金」として評価の高い奨学金にして行きたいと考えていま

す。 

ＢＣＪＡ会員の皆様並びに関係の皆様のこれ迄のご厚情

に再度感謝申し上げますと共に、今後もご協力・ご支援のほ

ど伏して お願い申し上げます。 

 

BCJA 英国留学奨学金の寄付の方法 

 

◆ 寄付金額： 一口 5,000 円 

◆ 口座番号： 00180-0-426794 （ゆうちょ銀行） 

◆ 加入者名： BCJA 奨学基金 

 

2021 年度奨学金授与者リスト 

氏名 出身校/所属 留学先 分野 

足立真輝 

早稲田大学 
先進理工学

部・東京大学

大学院 工学

系研究科 

University of 
Oxford 

情報工学（機

械学習） 

佐野大起 

慶應義塾大学 
文学部・東京 
大学 大学院 
人文社会系研

究科 

The University 
of Edinburgh 

西洋史学（ビ

ザ ン ツ 帝 国

史） 

稲垣日菜子
慶應義塾大学 
看護医療学部 

University 
College London

国際保健・開

発学 

菅原春菜 慶應義塾大学 

総合政策学部 
The University 

of York 
法学（国際人

権法） 

北島平太 自治医科大学 

医学部 

London School 
of Hygiene & 

Tropical 
Medicine 

感染症内科

学 、 感 染 制

御 学 、 公 衆

衛生学 
 

 

 

 

2020 年度 BCJA 英国留学奨学金授与者からの近況報告 

 

ブラドフォード大学留学体験記 
有馬 千裕 

はじめに 

私は、2020 年 9 月に、Bradford 大学の Advanced Practice 

in Peacebuilding and Conflict Resolution の修士過程に進学

しました。高校時代にある先生から理不尽な扱いを受け、ア

イデンティティーの喪失・学生無気力を経験し、時間が必ず

しも問題を解決してくれないこと、自身が前に進むために相

手との対話の重要性とそれをサポートしてくれる第三者の必

要性を実感してから、紛争後「普通の」生活に戻るのが心理

的に難しい人の力になりたいと思い、平和構築の分野に興

味を持つようになりました。 

Bradford 大学は、平和構築・紛争解決の分野において世
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界的に高い権威を持っており、世界で一番大きな平和研究

機関を設けている大学の一つとしても知られています。その

ため UN 職員をはじめ、平和構築において様々な分野で活

躍している方々が多く集まり、授業外でも平和構築の実務的

側面が学べるこうした環境は、同分野で特に対話・和解を専

門とする研究者・実務家を目指す自身にとって、自身の進路

をさらに明確にするうえで理想的でした。今回 BCJA 様から

ご援助いただけたことは、このような恵まれた環境で学ぶこと

を可能とし、自身の夢へ近づく大きな励みとなりました。心よ

り感謝いたします。 

 

研究内容 

『和解は誰のものか？平和構築における個々人のための

自発的な和解プロセスを保障するアプローチの検討：ルワン

ダの事例研究』が研究の主題であり、主に和解が政府による

押し付けではなく、人々が第一の利益者となるように、個々

人の自由意志に基づいた和解政策を保障する仕組みづくり

に貢献することを目的としています。平和構築における和解

の重要性は、心理的ヒーリングや、社会的不平等の是正をも

たらすことから、南アフリカの真実和解委員会を契機に学問

分野においても、また実務分野においても広く注目を集める

ようになりました。しかし、それと同時に、政府や援助団体が

平和構築の政策として和解の活動を含めることを援助条件と

するなど、人々の自由意志に基づかない形で和解が行われ

るようになり、こうした和解は表面的なものに終わるだけでな

く、被害者の再トラウマ化を引き起こすことから問題視される

ようになりました。学問的には個人ではなく構造レベルでの

和解が推進される一方で、こうした消極的な和解政策は

人々の心の傷を看過してしまうことから、私は、個人レベル

の和解が人々の自由意志に基づいて行われることを保障す

るためにはどのような仕組みが必要となるかに焦点をあて研

究することに決めました。 

フィールドワークとして、2021 年 8 月から 10 月の間、ルワ

ンダで個人間・コミュニティ間の和解の促進に従事する現地

NGO でのインターンシップと並行して、ルワンダ大虐殺時代

の被害者 20 人・加害者 20 人にアンケート調査を、当 NGO

の活動の中で個人間和解に至った被害者 5 人・加害者 6 人、

また NGO 職員 3 人にインタビュー調査を行いました。アンケ

ート、インタビューの翻訳等、NGO 職員また現地の大学生

達には非常にお世話になり、多大な協力のもとこうした調査

を行えたことに、心より感謝しています。 

 10 月からはブラッドフォードに戻り、修士論文の執筆作業

を行いました。調査の結果として、①人々は和解という言葉

を社会の構造レベルではなく、感情と強く結びつく個人レベ

ルのものと捉えていること、②各々が生きるために助け合い

が不可欠な小さなコミュニティでは、個人間の和解は「普通」

の生活に戻るうえで、「したいもの」というより「しなければいけ

ないもの」と捉えられていること、③そうした中で政府の和解

政策は人々に希望を与えるものでもあり、和解がどのように

各々の生活に益を及ぼすかの理解を高めることが、自発的

な和解プロセスを促すこと、④一方で、ルワンダ政府の厳し

い言論の取り締まりが和解の活動に参加できる人に制限を

かけていることを見つけました。このような調査結果をもとに、

今日支配的となっている社会構造レベルの和解への注視を

批判し、政府の和解政策の正当性を、人々の和解に対する

理解を促し、結果として人々のニーズを満たすものであった

かという点に見出すことで、個人間の和解を視野に入れるこ

と、またその自発的プロセスを保障することの重要性を指摘

し、最高評価である Distinction を頂きました。 

 

 

ルワンダでの対話・和解に関するワークショップの様子 

 

 

ブラッドフォードでの生活  

 ブラッドフォードでの生活はコロナウィルスの影響なしには

語れません。前期はblended approach によって半分対面、半

分オンラインという授業形態でしたが、クリスマス休暇で帰っ

た学生が戻って来られないなどの事情があり、後期はすべ

てオンライン授業へと切り替わりました。ロックダウンにより更

にほか学生との関係づくりも難航し、図書館も 9 時から 17 時

までの開館、本も予約をして用意されてからでないと利用が

できない等、思い通りに物事の進まぬもどかしさを強く感じま

した。 

 

 

コロナが落ち着いたころ、教室にて 

  

しかし、こうした環境の中でも、どのように留学経験を最大

限活かせるかを意識し、生活物資の配布にかかわるボラン

ティアや、学校が提供しているフランス語・アラビア語のオン
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ライン授業、週に一回学生間で行われるディスカッション等、

様々な活動に積極的に参加するよう心掛けました。ルワンダ

からブラッドフォードに帰国した頃には、イエメン、アフガニス

タン、スーダン等、多様な背景を持った他学生との交流が可

能となり、共に時間を過ごす中で、今後自身が日本人として

国際社会が抱える問題の解決にどのように関われるのか、

自身のやりたいことをどのように叶えていけるのかについて、

考えを深めることができました。 

 

おわりに 

私は、社会がどのような価値を見いだすかによって、社会

のあり方も変わっていくと信じ、その価値づくりに関わりたい

という思いがあります。平和構築でのキャリアづくりは難しい

と言われていますが、今回、与えていただいた機会で学ん

だことを、対話・和解の発展、しいては社会問題の解決に貢

献できるよう精進すると共に、将来的には、若手の研究者が

英国留学を通して貴重な経験ができるよう支援する立場、ま

た平和構築の道に進みたい学生の道標になれればと思い

ます。 
 

(2020 年度 BCJA 奨学生 , MA Advanced Practice in 

Peacebuilding and Conflict Resolution) 
 

 

 

2020 年度 BCJA 英国留学奨学金授与者からの近況報告 

 

森 海渡 

はじめに 

 私は、2020 年 9 月末から、2021 年 7 月末まで、University 

of Oxford の MSc in Law and Finance（通称 MLF）という、日

本での修士課程に相当するコースに在籍しておりました。在

学中は、イギリス全土で新型コロナウイルス感染症が猛威を

振るっており、平年通りの留学生活を送ることは残念ながら

かないませんでした。そのような中でも、大学当局の尽力に

より、学業面では平時と遜色ない経験をすることができました。

また、生活面でも、平時では得られない様々な学びを得るこ

とができ、よりタフな人間になることができたように思います。

本稿では、私の在学中の学業面及び生活面での経験と、修

了後の生活について、BCJA 会員の皆様に御報告させてい

ただきます。 

 

進学のきっかけ 

 私が所属していたMLFは、既に一定の法学のバックグラウ

ンドを有する人が、伝統的な法学と併せて、各主体に帰属

する真の経済的価値を測定できる分野であるファイナンス理

論や Law and Economics (効率的な法制度のあり方を、経済

学などの分野の知見を用いて分析する学問分野のことで、

日本語では「法と経済学」と呼ばれる)を学び、現実の経済的

活動、特に企業の行う取引に対する鋭敏な分析力を身につ

けることを主たる目的とするコースです。MLF のカリキュラム

は以下の通りで、学生は法学系科目（主に法学部で開講）と

ファイナンス系科目（主にビジネススクールで開講）をおおむ

ね半分ずつ履修し、９月末から７月末までの約１０ヶ月をかけ

て修了します。 

  

 

 

 

 

 

 

 （図）公式ウェブサイト (https://www.law.ox.ac.uk/MLF) より引用 

 
MLF で主に扱う分野の性質上、所属する学生は、企業法

務の分野で活躍していた実務家や、そのような分野で活動

する予定の方々がほとんどでした。また、私の在学年度は、

３３の国と地域から６６名の学生が来ており、このように世界

中から優秀な人々が集う環境も MLF の大きな魅力です。私

は、もともと University of Oxford の教育システムや Law and 

Economics に強い関心があり、将来は企業法務の分野で国

際的に活躍できる弁護士としてのキャリアを歩もうと考えてい

たため、このような MLF の環境は理想的であると感じ、大学

卒業後、そのまま進学することにしました。 

 

‘Principle’中心の学び 

私が思うに、MLF での学びは、常に‘Principle’の理解を

最重視するものでした。MLF で扱うテーマやトピック自体は、

現実の経済や社会と密接に関わる実学的なものばかり（企

業価値の算定、コーポレートガバナンス、AI と法、ESG 投資

などなど…）です。しかし、どの授業でも、単に目新しい経済

的現象を表面的になぞるのではなく、その背後にある

‘Principle’を理解することを要求されました。そのような教育

方 針 の 具 体 例 を 、 Law and Economics of Corporate 

Transactions (LECT)という必修科目から一つ簡単に御紹介

します。 

LECT は、これまでの学生の法学的バックグラウンドや必

修科目の First Principles of Financial Economics（ここでも

‘Principle’！）や、Finance で学んだ内容を踏まえて、現実に

企業が行う様々な取引を、伝統的な法学とはひと味違った

経済的観点から大局的に分析するという科目です。初回の

講義では、いきなり具体的な取引の分析に入る前に、「そも

そも経済的取引に関わる弁護士（ビジネスローヤー）は何ら

かの付加価値を社会にもたらしているのか？」という根本的

な問いを立て、Law and Economics の泰斗である Ronald J. 

Gilson 教授の論文に依拠しつつ、ビジネスローヤーが社会

に付加価値をもたらしているといえるための要件や、そのた
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めの法的なツールの種類、いわばLECTにおける‘Principle’

を明らかにすることからスタートしました。そして、その後の授

業では、「Facebook 社の新規株式公開」や「シリコンバレー

におけるベンチャー投資」、「日本の系列企業間の取引」な

どの多種多様な経済的取引を、常に初回の講義で確認した

‘Principle’に沿って分析しました。ある教官は、よく講義中に

「MLF の授業で扱った個別具体的なテーマについての知識

は、皆さんが今後実務で長期にわたって活躍する中で次第

に陳腐化していくだろう。しかし、それらの背後にある

‘Principle’さえ理解していれば、どのような現象であってもそ

の要点を捉えることができるし、そうなれば MLF での学びが

一生物の資産になるはずだ。」という趣旨のことを語っていま

した。教官のこのような発言は、まさにこのような‘Principle’に

重きを置く教育方針の表れであるといえます。LECT の期末

試験では、SPAC 上場という、近年特に米国で盛んな資金調

達及び企業買収のスキームを題材とした架空の事例につい

て、その構造的問題点と対処法を考えるというものでした。

私は課題に取り組むまで寡聞にして SPAC 上場のことをほと

んど知りませんでしたが、事例の各要素を講義で扱った

‘Principle’に沿って具体的に分析したことで、高評価を得る

ことができました。 

慣れない環境の中、第二言語で専門分野を学ぶことは非

常に大変でしたが、徐々にこのような‘Principle’重視の教育

方針を理解して課題に取り組むことができるようになったこと

で、最終的には Distinction（最優等）の成績でコースを修了

することができました。 

 

生活面 

私が在学していた期間のイギリスでは、新型コロナウイル

ス感染症が猛威を振るっており、私の留学生活も例に漏れ

ず多大な影響を受けました。Michaelmas Term (第一学期) 

では、渡英して 2 ヶ月も経たないうちに感染が急拡大し、政

府によるロックダウンが宣言されてしまいました。イギリスのロ

ックダウンは、日本の緊急事態宣言などと異なり、スーパー

などの生活に必要な店舗以外の原則閉鎖や、ルール違反

への罰則を伴う強力なものでした。そのため、私は自宅とス

ーパーを往復して慣れない自炊に励みつつ、オンラインチ

ャットで同級生と励まし合いながら、厳しい年末を過ごしまし

た。その後、ロックダウンに疲れたこともありクリスマス休暇に

一時帰国したところ、ちょうどイギリスでアルファ株による再度

の急激な感染拡大が起きました。その結果、大学からほぼ

全ての学生に対して、ロックダウンが終わるまでオックスフォ

ードに戻らないようにとの通告が出てしまい、非常に残念な

ことに、私は Hilary Term (第二学期) の間、日本からオンラ

インで講義を受けることになってしまいました。 

とはいえ、Hilary Term 終了後には無事オックスフォードに

戻ることができ、Trinity Term (第三学期) には、ある程度感

染拡大が落ち着き、一部科目で対面講義を受けられるよう

になったほか、余暇には友人とロンドンでアフタヌーンティー

をしたり、バースやブリストルに小旅行に出かけるなど、イギ

リス生活をある程度は楽しむことができました。 

 

 

（写真）LECT の対面講義が行われた Sheldonian Theatre 

 

 

 

（写真）Banksy の故郷ブリストルにあるグラフィティ 

 

修了後 

修了後は、日本に帰国し、現在は司法修習（法曹資格取

得のため、司法試験合格後に終えることが必須とされる１年

間の研修課程）を行っています。来年からの法曹としてのキ

ャリアでは、オックスフォードで得られた学びを活かしつつ、

国内外を問わず幅広い活躍ができるよう、全力で職務に取り

組んでいきます。 

最後になりましたが、歴史と名誉ある BCJA から御支援を

いただけたことは、様々な困難に見舞われた留学中、私にと

って度々心の支えになりました。厚く御礼申し上げますととも

に、今後の BCJA 奨学生制度の更なる御発展を、心より御祈

り申し上げます。 

 

（2020 年度 BCJA 奨学生 University of Oxford） 
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2020 年度 BCJA 英国留学奨学金授与者からの近況報告 

ロンドン留学のご報告とお礼 

田形愛美 

はじめに 

2020 年度奨学生の田形愛美です。私は、ロンドン大学衛

生熱帯医学大学院（London School of Hygiene and Tropical 

Medicine: LSHTM）の熱帯医学＆国際保健の修士課程

（MSc Tropical Medicine & International Health: MSc TMIH）

に 2020/2021 年度生として留学しました。留学前は、研究の

経験はなく、臨床 100％の人間でした。私は臨床家であるこ

とに誇りを持ってまいりましたが、若手でもなければ基礎研

究の経歴もない者が奨学金への応募条件を満たすことは難

しく、経験を積んだ実務家（臨床家）よりも若手研究者に奨

学金は授与される傾向があることに直面すると（これは世の

中全体のことを考えると理にかなったことではありますが）、

自信を失いそうになることもありました。なので、まず、若手

研究者ではない市井の一臨床家の情熱を汲んで下さったこ

と、そして、一臨床家に大変栄誉ある BCJA 奨学金を授与し

て下さりご支援下さったことに、心から深く感謝を申し上げま

す。 

留学は長年の夢でしたが、新型コロナウィルス感染症の

流行下での留学は、喜ばしい気持ちばかりとはいかず、罪

悪感のようなものが付きまとうものとなりました。LSHTM に出

願したのは 2019 年 12 月でコロナ禍が始まる前でした。その

時点では、まさかこのような長期にわたる危機が生じるとは

思ってもいませんでした。その後、2020 年春に LSHTM から

合格通知を受け取ってまもなく、各国でロックダウンが始まり

ました。世界中で医療者が総力を挙げて働いている姿を各

種報道や SNS で連日目にしましたし、もっと身近な場所、自

分が働く病院やクリニックでも、様々な職種の同僚たちが対

応について苦心している姿を目の当たりにしました。留学を

延期して医師として働き続けるべき時期なのではないか、百

年に一度の深刻な感染症による危機的な状況下では感染

症の医師だからこそ医療現場を離れるべきではないのでな

いか、と何度も自問自答しました。海外からの日本への流入

を防ごうと必死になっている時期に、海外へ行くことは空港

で働く検疫所の友人医師たちはどう思うだろうか、とも思いま

した。悩んだ末、留学が自分の今後のキャリアにはやはり必

要であると思い、予定通り 2020 年 9 月に入学し、同年 10 月

に渡英しました。家族や同業の親しい仲間たちが、私の悩

みを知ってか知らずか、本当は各々色々な心配やもしかし

たら不満を心に秘めていたかもしれませんが、それを表に出

さずに、ただただ温かい言葉で送りだしてくれたことを思い

出すと、感謝の気持ちでいっぱいです。 

渡英後 2021 年 1 月に東京でちょうど感染者数が増加して

きた頃、日本に帰国して医師として手伝ってほしいと依頼を

頂きました。尊敬している感染症の医師に、同じく感染症の

医師として名前を挙げて頂いたことは、感染症医師冥利に

尽きることでした。その後感染者数が落ち着いたりで必要な

くなったとのことで結局立ち消えたのですが、医師免許をせ

っかく持っているのに医師としてこのままロンドンにいて良い

のか、帰国して働くべきではないのか、と悩みは更に深まり

ました。オンライン講義のみの科目であればロンドンにいる

必要はないようにも思いました。イギリスと日本の間には時差

があるので、日本で日中働いた後に夕方からオンラインで講

義を受けることも体力的にはしんどいですが可能なわけです

（2020 年 9 月～10 月には実際そうしていました）。2020 年 12

月に履修計画した段階では、登校が必要な Lab-based の科

目ばかりだったので 2021 年 1 月以降もロンドンに残ることに

したのですが、しかし、1月の最初に予定してたLab-basedの

科目がロックダウンで 1 ヶ月延期となり（延期の通知が来たの

が開講数時間前でした）、その瞬間、2021年1月の期間にロ

ンドンにいる意味を失ったように思いました。急遽科目変更

が必要となり、そしてちょうどその時期に日本からの依頼があ

ったりで、各々の人の意図を組みながら自分の気持ちを整

理しようとしつつ、せわしなくメールのやりとりをして慌ただし

く過ごしました。 

その後、ロンドンの最寄りの日系クリニックに、ワクチン接

種など何かボランティアで役に立てることはないか、と問い

合わせをしました。その縁で、現在、ロンドンで日本人医師と

して在英日本人や近隣諸国にお住まいの日本人に診療を

提供させて頂いています。日英同盟か何かの取り決めで、

専門医レベルの日本人医師は決められた条件をクリアすれ

ば日本の医師免許のみでイギリス国内で日本人患者の診療

をできる（その逆も然り、つまりイギリス人医師も日本国内でイ

ギリス人患者の診療をできる）ため、各種手続き後にイギリス

でも医師として働けることになりました。2021 年 7 月に、

Graduate route という新しいビザが新設され、修士号卒業者

は卒後 2 年、博士号卒業者は卒後 3 年、学生ビザから切り

替えて、就労制限なしで滞在を延長することができることに

なったのもあり、その制度を使ってみたかったのもあります。

在英日本人の方々のお役に立っているという自負がありま

すが、もともとの目的を忘れずに今後どうするかについてよく

考えていこうと思っています。 

今回、報告書を作成するにあたり、留学の目的や初心を

振り返ることができました。この振り返りの機会を下さったこと

も、重ねてお礼を申し上げます。 

 
（写真）同じ課題をグループで取り組んだ仲間達と LSHTM の正面

入り口前にて（2020 年 10 月） 
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LSHTM への留学に至った経緯 

留 学 前 は 、 都 内 の 大 学 病 院 で 感 染 症 （ Infectious 

Diseases: ID）のコンサルタント（consultant）して働いていまし

た 。 呼 吸 器 内 科 医 （ Pulmonologist ） や 神 経 内 科 医

（Neurologist）という各専門分野毎に医師の呼び方がありま

すが、ID doctor/ ID consultant という名の医師が総合病院や

大学病院にいることは、日本人にはまだあまり馴染みがない

ように感じます。実際、専門は感染症というと、院内感染対策

のみをやってきたかのように誤解をされがちです。私は確か

にインフェクションコントロールドクター（ICD）の資格を持っ

ていてその業務をかじったこともありますが、それと ID doctor

とは異なるものです。あるいは、感染症分野の研究をしてい

る研究者とも誤解されます（研究者のことを尊敬していますし、

なれるものならなりたいですが）。確かに ICD や研究者が自

ら感染症の医師と名乗っているのをしばしば見かけますし、

それは間違っていませんが、彼ら/彼女らは「ID doctor」では

ないかもしれません。ID doctor というのは、各診療科の医師

から、術後合併症などでの感染症や熱源不明の病態（当然、

膠原病や癌などの非感染症も含まれます）の診断や治療/マ

ネジメントについて、相談を受けてアドバイスをする立ち位置

にいます。一般的な診療科の医師は各患者から直接相談を

受ける（受診）という経路をもつのに対し、ID doctor は医師か

ら相談を受けて医師に回答するというところが他の診療科と

大きく異なる点です。問診や診察も必要なので、患者さんと

も接触しますが、主治医の意向を踏まえつつ、患者のみなら

ず主治医に寄り添う姿勢も求められます。 

ID doctor を志したころは、正しく診断することや正しい薬

（特に抗生剤）の使い方を学ぶことに必死でした。医師から

相談を受けるということは、その医師の知識を上回る知識を

持っていることが求められるからです。内科全般の知識はも

ちろん（なので総合内科専門医も取得済み）、時に各術式の

詳細やドレーンを置く位置など外科的な知識も求められます。

先輩医師には「知識がないのは罪」と言われ、今でもその言

葉に縛られて過ごしているように思います。万が一間違えた

アドバイスをしたら失われた信頼は二度と戻らないと思い、

毎日必死でしたが、信頼を得てまた相談を受けるときの嬉し

さは格別でした。実際にメスを握ったりする医師には敵わな

い気持ちがありますが、各々の道で修練を積んでいる各科

の専門家たちの役に立ち、結果として患者の役にも立つと

いうことに、やりがいを感じていました。依頼者である各科の

医師たちの協力の下、時に感染症の各分野の専門家たち

の知恵や助けをお借りしながら、市中病院だけでなく大学病

院で ID doctorとして曲がりなりにも通用したことは自信になり

ました。そして、一通りの感染症の診断や治療方針の決定を

経験してきて、さらに専門性を高める道を模索するようになり

ました。特に、最も多い相談内容の抗菌薬選択に関連して、

薬剤耐性菌のために抗菌薬や抗真菌薬が効かない症例を

経験した時、患者さんの命が失なわれた悲しさや悔しさを主

治医と共有するとともに、薬剤耐性がこのまま世界に拡大し

ていった場合の危機感を強く感じ、薬剤耐性のことを深く勉

強していみたいと考えるようになりました。イギリスは、アフリ

カ、中南米、中東、アジアを含む世界各国からの各種感染

症の患者、それに伴って様々が病原微生物が集まってくる

場所です。そうした患者を診察し各種病原微生物と対峙して

きた専門家（expert）が運営している LSHTM の TMIH コース

は、私にとっては長年憧れのコースでしたし、直接その先生

たちから学べるというのはステップアップするのに最適なコ

ースであると考えました。 

  

  
（写真上左）LSHTM の正面入り口（Keppel Street 側から眺めた様

子） 

（写真上右）LSHTM の側面（Malet Street 側から眺めた様子） 

（写真下左右）よく見ると欄干に昆虫モチーフの装飾がされているこ

とに気付く 

 

研究内容 

薬剤耐性 Antimicrobial resistance (AMR)は、 2021 年に

世界保健機関 World Health Organization (WHO) により、人

類が直面する世界的な公衆衛生上の脅威トップ 10 の一つ

であると宣言されました。それ故に、各々の真菌における抗

真菌薬の薬剤感受性の経時的な変化を正確にモニタリング

することが非常に重要ですが、真菌の薬剤耐性については

細菌と比べるとモニタリング方法が確立しておらず、国ごとに

検査方法やカットオフ値が統一されていないことから、現状

がよく分かっていないという問題があります。今回私が修士

論文のために行ったプロジェクトでは、クリプトコッカス属に

おけるフルコナゾール耐性の現状をクリアにしようとしまし

た。 

クリプトコッカス髄膜炎は、HIV/AIDS 患者における主要な
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死亡原因の一つであり、年間推定で 181,100 人が死亡して

いるとされます。フルコナゾールは、たとえ資源が限られた

地域でも経口製剤として容易に安定して供給できることから、

発売以来、クリプトコッカス髄膜炎の全てのステージで広く使

用されてきました。フルコナゾールが治療のために使用され

ればされるほど、フルコナゾールの薬剤感受性が低下する

のではないかと推察されてきましたが、この考えは仮説にと

どまっていました。そこで、薬剤感受方法をそろえて薬剤感

受性の分布を把握し、カットオフ値をそろえて比較をしようと

考えました。 

当初はイギリス、南アフリカ、日本のクリプトコッカスの分離

株を使用させて頂いて研究を進める予定でしたが、イングラ

ンド、南アフリカ、日本で新型コロナウィルス感染症の患者が

激増するに伴って、それぞれの病院と音信不通となるという

問題が生じました。特に、ID consultant としてコロナ専用病

棟で働く supervisor が激務のため連絡が取れなくなり、研究

計画の提出がなかなかできないなど、苦難が続きました。あ

る時、supervisorとZoom meetingをした際、supervisorが先に

入室しており、よほど疲れていらっしゃったのか画面の向こう

側で泥のように眠っている姿が映し出されていたこともありま

した。その時、声を掛けることが躊躇われました。それ以降、

激務で疲れ切っている医師にメールなどを催促することは

自分には出来なかったです。しかし、もしかしたら自分の修

士論文をより良いものにするには、そうしたことをすべきだっ

たのかもしれません。音信不通が続く間は連絡を諦めて、東

京オリンピックを目前に控えた日本でワクチン接種の手伝い

をしました（最も多い日で、一日最大 1 人で 400 人に接種し

ました）。人の役に立っているという気持ちのみが、悩みに押

しつぶされないようにしてくれていたような気がします。限ら

れたデータでも何とか修士論文を仕上げることができ、卒業

が決まったものの、修士号では時間的・物理的・心理的制約

からやりきれなかったことに対して、悔いが残りました。いつ

かまた大学院に戻る機会を得たら博士号で研究できればと

思っています。 

 

ロンドンでの生活 

1. 住環境のこと 

「手頃な家賃で居心地の良い部屋はないものか？」と、

『緋色の研究』の冒頭部でワトソンが友人に相談していまし

たが（そしてシャーロック・ホームズを紹介されベーカー街で

ルームシェアすることに至る）、家賃が年々上昇中の現在の

ロンドンではその問題は永遠に解決しないように感じます。

ルームシェアという手もありますがコロナ禍ではトラブルがよ

り生じやすいように感じました。では、頑張って個人でワンル

ーム（studio または one bed room の flat）を借りるかとなると、

当時私の最大のストレス解消方法であったフルートを吹くこ

とが許容される部屋は私の予算では難しいだろうと思いまし

た。コロナ禍で大学院からの入寮者の人数制限があり難しい

かと思われましたが、ありがたいことにロンドン大学の学生寮

に入ることができました。寮に入れなければ留学は諦めようと

思っていたので、本当に幸運でした。大学院まで徒歩で通

学できる場所に住みたかったため、ブルームズベリー

（Bloomsbury）にある International Hall という寮を選びました。

Bloomsbury 内には私の母校となったロンドン大学衛生熱帯

医 学 大 学 院 （ London School of Hygiene and Tropical 

Medicine）の他、ロンドン大学本部、大英博物館、小児科専

門の病院として有名なグレート・オーモンド・ストリート病院

（Great Ormond Street Hospital for Children）などの著明な学

際的な機関や施設が複数あります。私の寮の部屋の窓はそ

の小児専門病院がある側の通り（Guilford Street）に面してい

ましたが、渡英直後は勉強に集中していたためか、それが

病院だと気付いたのは住み始めてから随分経ってのことで

した。 

寮の地下には、洗濯機と乾燥機が 10 数台ずつ並ぶ

Laundry room、ビリヤード台などがあるラウンジ、スカッシュ

の屋内コートに加えて、Music room が 2 部屋ありました（もし

かしたら 3 部屋だったかもしれないです）。洗濯機と乾燥機

（60 分）のどちらもクレジットカードのタッチ決済が使えて、合

計で￡3.5 くらいだったと思います。当時は高いと思っていま

した。しかし、社会人になって flat が決まるまでホテルで暮ら

していた間、街のコインランドリー（イギリスでは launderette と

いう）で洗濯していたのですが、合計で￡7 して（洗濯￡5＋

乾燥20 分で￡2、もっとしっかり乾燥させたい場合はもっとお

金がかかるという仕組み）、いかに寮が恵まれていたかを思

い知らされました。 

   
（写真）寮内の Laundry room の様子。黄色い部分にクレジットカー

ドをタッチすることで決済できました。コロナ禍以降、現金のやりとり

が衛生的に問題視されたようで、ロンドン市内においては現金を使

う場面はほとんど無くなったのではないでしょうか、…と思っていた

ら、街の launderette では現金（しかもコイン）しか使えず、学生時代

に羽田空港で両替した現金を、社会人になってから洗濯でほぼ全

額使い果たすはめになりました。 

楽器を演奏したいときは、寮の入口の受付で、Music 

room の空いているタイムスロットの予約をして、その時間に

なったら受付で鍵を受け取って入室します。退室するときは

施錠して鍵を受付に返却します。私はフルートが管楽器で

あることから飛沫感染を気にして、一番遅い時間帯の予約を



 

9 

 

取るようにしていました。というのは、Music room が清掃され

るのは夜間～明け方の様子であったため、私と次の利用者

の間に清掃が入ると良いと考えたからです。漏れ聞こえてく

る音から察するに、私の他に、備え付けのピアノを心赴くまま

に弾き倒している様子の学生や、エレキギターやベースを持

ち込んでガンガン演奏している様子の学生などがいました。

あるとき、『戦場のメリークリスマス』（坂本龍一）を吹いていた

ら、隣のもう一つの Music room からピアノによる同じ旋律が

聴こえてきて、日本人が作曲した曲を他の国の人が知って

いることと、お互い呼応して演奏していることに、少しばかり

感動しました。コロナ禍でなければ扉をノックしていたかもし

れません。音楽の話をしたり一緒に演奏したりしたかったで

す。 

Music room ではなく自分の部屋で演奏したり大声で歌う

学生もいて、特に、お世辞にも上手とはいえないバイオリン

の音色と三文オペラの歌手のような歌声（深夜だと不気味さ

が際立つ）の 2 種類の騒音には悩まされました。ロックダウン

で私も含めどの学生もストレスが溜まっていたのだと思いま

す。ある晩、寮生の一部が集団で寮の屋根に上って大騒ぎ

し、寮のエントランス部分の硝子天井が割れてしまうという事

件が起きました（それで、かなり長いこと天井がビニールシー

トになっていました）。その時は近隣の住人からも騒音の苦

情が出て警察が寮にやってきたそうです。騒音問題を除け

ば、寮生活は本当に快適で、私の部屋には、大きな勉強机、

たくさんのコンセント、十分な収納、ダブルサイズのベッド 1

台、キッチン、シャワー、トイレがありました。大学の寮である

ため、大学構内と同じインターネット環境が寮内に整ってい

るのもありがたかったです。 

 

 

（写真上左）International Hall の正面玄関 

（写真上右）正面玄関を進むとゲートがあります。このゲートの上の

硝子天井がしばらく割れていました。 

（写真下）International Hall を側面（Brunswick Square Gardens 側）

から眺めた様子 

 

私が入寮した時には、日本からの入国者はイギリス入国

後の隔離が免除されていましたが、入国後に隔離が必要な

国から入寮した学生も少なくありませんでした。特に中国か

らの学生の中には、一類感染症に対応する時に着るようなワ

ンピースタイプのフル PPE（個人防護具）を着てきた子もいま

した（それを着る意味はあまりないですし機内で食事や排泄

などどうしていたのだろうと思ってしまいます）。入国後に隔

離が必要な学生の部屋の前には、紙袋に入った食事が届

けられていました。同様に、（実際にはあまりいませんでした

が）コロナ陽性となって隔離中の寮生にも届けられていたの

だと思います。寮内のコロナの発生状況は毎週こまめにメー

ルで通知されていました。ごくまれに陽性者が出ても孤発例

で済み、アウトブレイク無しで済んでいたのは、たとえ硝子の

天井を割ってしまう無法者みたいな子たちでもマスク着用な

どのルールをしっかりと守っていたからと（感染経路などの基

礎知識と、寮内でアウトブレイクした時のインパクト（一番怖

いのは寮の閉鎖）をちゃんと理解していたということでしょう）、

検査体制などが整っていて早めに特定しやすかったからか

もしれません。無症状の場合、COVID-19 の Lateral Flow 

Test (LFT)が無料で受けられるようになっていて、濃厚接触

者や、教授から実習前などに検査するように指示された私の

ような学生が、気軽に受けていました。LFT は偽陰性が少な

くないため、国全体の方針として有症状時には LFT ではなく

PCR を受けることが推奨されていました。国の予算不足の問

題で 2022 年 4 月 1 日以降はその制度は無くなりましたが、

良い制度だったと思います。（2022 年 4 月 1 日以降でも

General Practitioner (GP)（かかりつけ医）が必要だと言えば

LFT の検査キットは無償で手に入れることができます。）どち

らの検査結果も NHS で一括管理され、個人への結果通知

は NHS から直接電子メールやショートメッセージサービス

（SMS）で届くようになっていますし、陽性の場合には NHS

から連絡を受けた自分の GP から、必要時に受診するように

という案内がくる仕組みになっています。 

寮を出て、自分でフラットを借りるようになってから思うのは、

寮の管理人さん達がいかに保護者として各国からの寮生た

ちを温かく見守ってくれていたかということです。アジア人で

ある私がたどたどしいアクセントの強い英語を話しても、馬鹿

にせずに優しく接してくれました。寮を出ると、たとえ私がロ

ンドンで医師という職業に就いていてある程度の収入を得て

イギリスに税金を納めていても、よそ者であるということを実

感する場面が時々あります。たしかによそ者なのですが、で

きれば溶け込みたいとほとんどの在英非イギリス人は思って

いることでしょう。残念ながら、それは永遠に叶わないように

感じることがあります。そして、日本人である私は日本で暮ら

した方が良いのでは、と思ったりもします。しかし、次の瞬間、

自分の話す英語が改善された時に（それはつまりコンプレッ

クスが解消された時に）その疎外感みたいなものがどのよう
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に変化するか、その先をみてみたいとも思います。その変化

が楽しみで、少し期待すらしている間は、まだイギリスで頑張

れそうな気がします。 

 

2. 食事のこと 

学生の間は、寮の自分の部屋のキッチンで自炊すること

が多かったです。深さのある大きめのティファールのフライ

パンを 1 つ持っていて、よく、フライパンいっぱいにお味噌汁

を作りました。時間がかからず手軽に野菜と摂れてお腹が膨

れるのと何より美味しいので飽きませんでした。味噌は日本

から持っていったものを大事に使っていたので、一度に使う

量はごく少量で、薄味だったと思いますが、次第にそれに慣

れました。フライパンは平野麗美さんのレミパンのごとく活躍

してくれてお世話になったので、退寮の際、手放すのが名

残惜しい気持ちになり、よくよくお礼と今生の別れを告げて

から、寮内の「欲しかったらどうぞ持って行ってコーナー」に

置いてきました。お味噌汁の具として、しばしば登場したの

が、じゃがいも、玉ねぎ、パプリカ、何かしらのキノコ類（マッ

シュルームなど）、お豆腐でした。じゃがいも売り場はスーパ

ー内でそれなりの面積を持ち、イギリス人のじゃがいもに対

するプライドを感じます。円安のせいで、ポンドを円に換算

すると、何もかも高価に感じる日々でしたが、その中で、じゃ

がいも、玉ねぎ、パプリカ、キノコ類、ニンジンなどは日本と

同じ程度かもしかしたら安いのではと思う値段で手に入りま

した。ニンジンもそういうわけで最初はよく買っていたのです

が、イギリスのニンジンは日本のよりも細くて小さいため、皮

を削ぐのが面倒になったのと（皮を削ぐと身がほとんど残らな

い）、袋に大量に入っていていくら食べても減らずに毎食ニ

ンジンばかりになってしまうため、途中から買うのをやめまし

た。つい最近になって、祖母にその話をしたら、それは皮を

削がずに皮ごと食べるのでは、と言われ、そう言われてみれ

ば、ピーターラビットの絵本の中にニンジンを畑のど真ん中

で丸かじりしているような場面があったなと思い出しました。

何十年も特に疑問に思わずにウサギだしなと思っていました

が、もしかしたらイギリス人は日本人がキュウリを生で丸かじり

するみたいな感じでニンジンを丸かじりということなのか…、

とにかく、もしまたニンジンを買うことがあったら皮を削がずに

食べてみようと思います。お豆腐は、イギリスでも近年健康

志向の人が購入するようで、tofuという単語が浸透しているよ

うですし、「THE TOFOO」という商品名で Tesco や Waitrose

などのスーパーで手に入ります。イギリス人夫婦が2016年設

立した豆腐会社（The Tofoo Co Ltd）の商品で、日本のお豆

腐よりも固く見た目も岩みたいな形ですが、それなりに売れ

ている様子です。 日本の食品なのだから日本人に会社を

興してほしかったと勝手に悔しがってしまいます。日本人が

経営する食料品店に行くとハウス食品の、いわゆる私たちが

お豆腐といって頭に浮かぶスタイルの、パックに入った長方

形の生のお豆腐が手に入ります。こちらの方が美味しいで

す。しかし、今のイギリスでは TOFOO の方が一般的かもしれ

ません。 

他に、クランペット（crumpet）という丸いもちもちしたイング

リッシュマフィンのような形のパンを、一時よく食べていました。

一番の大きな理由は、1 袋 6 つ入りなのに 1 ポンド程度で懐

に優しい値段だったからです。フライパンで熱したバターの

上に、チーズとクランペットを置いて、チーズの表面をこんが

りとカリカリに焼き（その傍らで同時に目玉焼きを作る）、ひっ

くり返してクランペット裏側にも適当に火を通した後、最後に

目玉焼きを載せて食べるとなかなか美味しいです。トースタ

ーかオーブンがあればもっと手軽に焼いて食べられるのだ

ろうと想像しますが、どちらも持っていなかったため、フライ

パンを代わりに使っていました。 

 
（写真）熱したフライパンでバターを溶かし、クランペットと

目玉焼きを焼いている様子。左下のクランペットのように表面

にチーズが乗っかるようにして焼くと美味しいです。 

 

夏が近づくと、美味しそうな果物が、もしかしたら日本より

も手頃な値段で商品棚に並びます。手頃な値段なのは、イ

ギリス産ではなくて、スペイン産、南アフリカ産、南米産であ

ったりするからなのかもしれません。南アフリカ出身の眉目

秀麗かつ秀才の TMIH の同級生の実家の家業がブドウ農

家（かつワイン醸造家）なので、南アフリカ産のブドウが並ん

でいる時は、日本産の何かしらを見つけた時と同じような親

しみを感じてついつい買ってしまいます。私が渡英したのは

ちょうどイギリスの EU 離脱（Brexit）の 1 年間の移行期間中で

した。その移行期間は2020年12月31日に終了しましたが、

終了前後で少なくとも果物の値段は特に変わらなかったよう

に感じます。最も気に入ったのはフラットピーチ（flat peach）

という桃で、日本でも蟠桃（ばんとう）という名前で手に入るよ

うですが、値段がイギリスの数倍するようです。味は、日本の

白桃と同じような味です。 

社会人になってからは、ready meal といってオーブンやレ

ンジで加熱するだけで食べられるものを時々食べています。

最初は日本のようにレンジで加熱するものを食べていました

が、オーブンで 30 分くらい加熱する製品の方が、特に fish 



 

11 

 

pie やグラタンや、さらにはシンプルに生の肉や魚そのもの

に野菜のつけ合わせが付いているような製品の場合、加工

品らしさがあまりなく美味しいことに気付いてからは、オーブ

ン用のものばかり買っています。こういうものがあると帰宅し

てオーブンにセットするだけでメインの料理が完成するので

調理の手間が省けて楽です。日本のコンビニ弁当もお世話

になりつくしていましたが、それよりもヘルシーかもしれませ

ん。料理が特に好きなわけではないので、疲れ切って帰宅

してから包丁やフライパンを握ろうなどと私は思えません。後

片付けで焦げた鍋を洗うことなどを想像するとさらにうんざり

してしまいます。日本では、同僚の女性医師が時短で早め

に帰宅して保育園のお迎えや夕食作りをしなければいけな

い姿をみてきました。その配偶者たる男性医師は思う存分時

間を気にせずに仕事に集中し帰宅後は夕食か入浴かの 2

択と知り、不公平さに憤りすら感じていました。そのせいか、

イギリスのスーパーマーケットで、初めてこうした製品が充実

したコーナーに立って辺りを見回した時、男女が平等に働い

て家事を分担することが当たり前のこととして社会に浸透し

ていることを一気に実感してとても驚きました。 

 

3．コロナ禍での友人たちとの思い出や講義のこと 

私のコースは、熱帯医学＆国際保健の修士号（MSc 

TMIH）に加えて、DTM&H と呼ばれる熱帯衛生医学のディ

プロマを取るための 3 ヶ月コースがくっついたものとなってお

り、2 つ資格を取得できるお得なコースとして知られていま

す。そういうわけで、最初の 3 ヶ月間は DTM&H を取得する

ための内容の濃い日々を過ごすことになりました。DTM&H

コースだけの履修者もおり、これから ID doctor を志す若手

医師ばかりでなく、私と同い年くらいの医師や、もっと年齢が

上のベテラン医師もいて、感染症診療の第一線で既に働い

たことがあってもっと知識を深めようという目的で来ていたり、

あるいはこれから国境なき師団などの NGO で働くための下

準備の目的だったり、背景や目的は少しずつ異なりますが、

熱帯医学や感染症への熱意を共有しており、それだけでも

う仲良くなれた気がしました。最初の 1 ヶ月間は Zoom での

オンライン講義のみが、そして 11 月以降は顕微鏡実習など

の対面形式でしか成立し得ない講義が集中的に行われまし

た。対面での講義の期間は、毎週 PCR 検査の検体を大学

病院に提出して陰性確認を行いながらの参加となりました。

DTM＆H コースをオンラインと対面のハイブリッドで行った

初年度となりましたが、特にトラブルなく、むしろ大満足して

終わったというのが参加者の共通の見解だと思います。ある

年配の学生が、「もちろん、コースの教官たちの講義に対す

る熱意や徹底された準備のおかげでもあるけど、学生が全

員医師で、お互いの経験を尊重したり意見を傾聴したりする

ことが当たり前にできる人達が集まったからというのも多いに

関係していると思う。」と述べていたのが印象的でした。英語

がまともに話せない私によくぞ親切にしてくれたものだと、思

い出す度に、特に DTM＆H コース及び TMIH コースのクラ

スメイトたちに対して、感謝の気持ちが溢れてきます。 

 
（写真）ロビン・ベイリー教授と 2020/2021 年度の TMIH コースのクラ

スメイトたちで手指衛生用のアルコール消毒液を作ったときの様子

(2020 年 11 月) 

 

2020 年 12 月にほんの 2 週間ほどロックダウンが緩和され

た時期がありました。ちょうど DTM＆H の試験が終わった直

後に、LSHTM から大英博物館がすぐそこに見えているのに

行かないなんて勿体ない、と意気投合したデンマーク人の

ベテラン医師と（午前中のオンライン講義はあとで見ることに

して）、大英博物館へと赴きました。ロックダウンが緩和され

て一時的に開館したものの、開館したことが知られていなか

ったようで人の気配はほとんどなく静まり返っていました。同

様にこっそり来ていた同級生のカナダ人夫婦と偶然合流し、

4 人でほぼ貸し切り状態でじっくり見て回ったのは思い出深

いです。昼食を摂った後、慌てて午後の対面の講義に向か

いました。 

 

 

 
（写真）DTM&H コースで親しくなったクラスメイトたちと大英博物館

で昼食をとっているところ（2020 年 12 月） 
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（写真）DTM&H コースで親しくなったクラスメイトたちとロンドン最古

のワインバーに行ったとき（2020 年 12 月） 

 

 

（写真）ロンドンに着いたら LSHTM に次いで行きたいと思っていた

場所、ベーカー街 221B にあるシャーロック・ホームズ博物館にて

（2020 年 12 月） 

 

教授のグリニッジ天文台近くのご自宅を訪問したのもこの

時期でした。教授の愛犬の後を追って、ご自宅前に広がる

ブラックヒースと呼ばれる原っぱを突っ切ってグリニッジ公園

（Greenwich Park）に入り、ジェームズ・ウルフ像（Statue of 

General James Wolfe）を見に行きました。ジェームズ・ウルフ

は陸軍将校としてカナダでケベックを包囲して砲撃を加えて

フランス軍に勝利し、カナダにおけるイギリスの支配の確立

に貢献した人物だそうです。フランス系カナダ人で心優しき

小児科医である私の学友は先祖代々ケベック州のカナダか

らの独立を強く願っている家の生まれで、イギリスでは英雄と

称えられるジェームズ・ウルフはケベックでは宿敵であるよう

でした。私はその親しい友人の気持ちを尊重したかったの

で、このウルフ像をあまり好きになれない気がしました。国籍

や文化が違う者同士で話をするときに、特に歴史について

は何となしに学校で習った史実を話すのではなく、他の視

点や切り口がないかに注意しつつ、聞き手への配慮が必要

だ な と思いま し た。続いて 、 グ リニ ッジ天文台（ Royal 

Observatory, Greenwich ） で 子 午 線 （ prime meridian at 

Greenwich）をまたいで、さらにカティサーク（Cutty Sark）とい

う帆船が停泊するテムズ川沿いまで降りていきました。 

 

  

（写真）グリニッジ天文台で子午線をまたいでいるところ（2020 年 12

月） 

 

2021 年春になってクラスメイト全員がワクチン接種が 2 回

済んだ頃になると、屋外での集まりの人数制限が緩和された

のもあって、ピクニックに出掛けることが増えました。クラスの

集まりも誰かのお誕生日もピクニックで、日本でいう飲み会

のような感覚でピクニックに出掛けるのだろうと察しました。 

   
（写真）1 回目と 2 回目のワクチン接種は Francis Crick Institute で、

3 回目の booster 接種は UCL Bidborough House で受けました。2

回目と 3 回目は場所が異なるにも関わらず、奇しくも同じ人に接種

してもらったという事態を後から写真を見返しているときに気が付き

ました。その場で気が付きたかったです。 

 

 

（写真）ロビン・ベイリー教授と 2020/2021 年度の TMIH コースのクラ

スメイトたちとロンドン・フィールズ（London Fields）にてピクニック後

に撮影（2021 年 4 月） 
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（写真）キューガーデン（Kew Gardens）の日本庭園に咲く太

白桜（Prunus ‘Tai Haku’）の下にて（2021 年 4 月）。太白は、

日本では絶滅したと思われていた日本原産の桜です。幸運なこ

とに 1923 年にイギリスで保存されているのが発見され、1930

年代にイギリスから日本に里帰りしたそうです。 

 

おわりに 

私が留学した 2020 年は、新型コロナウィルス感染症の流

行で国内外が未曾有の危機に直面し各所で混乱を生じて

いた年でした。予定通りに留学するかそれとも医療従事者と

して日本に残るべきかどうか悩んでいた際に、大変栄誉のあ

るBCJA奨学金の授与を賜ったことは大きな励みとなり、優し

く後押しをして頂いたように感じます。選出して下さった選考

委員の方々ならびに BCJA 会員の皆様に、心からお礼を申

し上げます。末筆ではございますが、過去、現在、そして未

来の BCJA 奨学生にエールを送りつつ、選考員ならびに会

員の皆様のご健勝と益々のご活躍をお祈り申し上げます。 

 
（2020 年度 BCJA 奨学生 London School of Hygiene and 

Tropical Medicine） 

 

 

2020 年度 BCJA 英国留学奨学金授与者からの近況報告 

 

菅野芳明 

はじめに 

私は BCJA 奨学制度によるご支援をいただき、2020 年 9

月から 2021 年 9 月まで London School of Hygiene & 

Tropical Medicine (LSHTM) へ 留 学 し 、 MSc Tropical 

Medicine & International Health を修了しました。この場を借

りて BCJA の皆様にお礼申し上げます。 

 私は世界の健康格差・医療格差に対して、特に低中所得

国では未だに大きな問題である感染症を主にして取り組む

ことを目指し、まず日本で感染症科医としてのトレーニングを

積んできました。日本で経験しない感染症や、低中所得国

特有の医療問題を学び、グローバルヘルス分野で働く準備

をする目的で、熱帯医学と国際保健を学べる、臨床医対象

の本コースを選択しました。2020 年は COVID-19 の流行が

拡大し、留学延期の選択肢も考慮しましたが、終息の見通し

も立たず、ようやく整った留学の機会を 1 年 2 年と先延ばし

にしてその後のキャリアを遅らせたくなかったため、終息を期

待しつつ留学することにしました。 

 

LSHTM での学習 

 1 年間の修士コースでカリキュラムは 9 月から 5 月までの 3

つの学期とその後の Project 期間からなります。 

Term 1 （ 2020 年 9 ～ 12 月 ） は ”Tropical Medicine, 

Parasitology and Public Health”という必修科目で、ほぼ

Diploma of Tropical Medicine & Hygiene (DTM&H) のコー

スを Diploma 単独のコースの学生とともに履修する形でした。

ここでは熱帯地域特有のウイルス感染症、寄生虫感染症等

の特徴や、疫学の基礎などについて学びました。COVID-19

の感染防止のためオンラインで可能なレクチャーを 10 月末

までにまとめて受け、その後、11 月 12 月は顕微鏡を用いた

寄生虫学の実習、少人数グループでのディスカッションをし

ながらのレクチャー、ハンズオンの小児救急医療、口腔衛生、

超音波検査実習等を、Keppel Street の校舎で行いました。

COVID-19 のため、座席間隔をとる目的で、学生が半分に

分けられ、実験室と講義室を午前午後で入れ替わる形で、

また、毎週全学生が PCR 検査で陰性を確認しながら行われ

ました。最後に試験に合格し、Diploma を取得することがで

きました。 

12 月下旬にコロナで行動制限は強化され、ロックダウンに

も入り、Term 2 以降は再びオンラインで実施されました。

Term 2, Term 3 は科目選択制で、私は「紛争と健康」、「マラ

リア」、「公衆衛生介入の評価」、「感染症の疫学」、「HIV」を

選択しました。「紛争と健康」では、紛争中・紛争後に起こる、

保健システムの破綻、感染症、栄養不良、慢性疾患の治療

中断や精神疾患、性暴力被害などの評価、対応について学

びました。「感染症の疫学」では、COVID-19 の最新のデー

タを用いた演習や、架空の感染症アウトブレイクシナリオに

対して少人数学生グループが調査チームとなり、原因の特

定 や 対 応 の 提 言 を す る 報 告 書 を 作 成 す る 、 outbreak 

simulation という実践に近い演習を行うなどしました。「公衆

衛生介入の評価」は、介入のインパクト評価やプロセス評価

の様々な手法と使い分けについて実例を交えて学びました。

「マラリア」と「HIV」ではそれぞれの基礎医学的、臨床医学

的な知識に加え、アプローチに当たって考慮すべき社会学

的な側面、課題について学び、学期末の課題は指定された

国（私の場合はそれぞれコンゴ民主共和国、南アフリカ共和
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国）の状況分析をして、介入対象地域・集団を定めて、根拠

に基づくマラリア対策、HIV 対策の計画書を作成するという

ものでした。非常に実用的な内容で今後に役立ていきたい

とおもいます。オンラインではありましたが、グループワーク

やレポートへの丁寧なフィードバックがあり、インタラクティブ

で楽しく、大変勉強になりました。 

Summer Project には、ジンバブエの青少年の HIV の疫学

研究を行いました。低中所得国の医療現場や公衆衛生業務

の経験がない私にとって、Summer Project 期間にフィールド

を経験できる点もこのコースの魅力であり、準備していたの

ですが、渡航の必要性と COVID-19 リスクの兼ね合いから学

校から渡航許可が下りず、ジンバブエの LSHTM 研究グル

ープが介入試験で収集したデータを二次利用し、青少年の

HIV の診断、治療開始、ウイルス抑制の各達成率とそれらに

影響する因子を統計解析する研究を行いました。 

LSHTM は“Equity, Diversity & Inclusion”に積極的に取り

組んでおり、人種・民族やジェンダーの公平性のほか、

“Decolonising Global Health”を掲げていたことも印象に残り

ました。グローバルヘルス分野で研究実施や研究成果発表

において植民地時代の力関係が残存していることを問題視

して声を上げて直していこうという運動です。講義の中にも

差別的な表現がないようにと注意されており、学生の声も聞

く体制が用意されていました。私たちの受けた講義の中でも、

講師がある国の文化・国民性について言及した際、意図的

ではなかったとしても複数の学生が差別的と受け取り、学生

からフィードバックすることがありました。研究においても協

力・介入においても、相手の立場に配慮して公平性を意識

する必要があると再認識しました。 

 

ロンドン生活 

Goodenough College という、学校に徒歩で通える距離に

ある大学院生専用の宿舎に 1 年間滞在しました。ここには世

界各国から主にロンドン大学の様々な大学院に学びに来た

学生が集いました。法律、政治、経済、生命科学、芸術など、

職種・専攻は様々で、普段なかなか接することのない他の専

門の人たちと話をすることはとても新鮮でした。はじめは食

堂などで話す機会がありましたが、途中行動制限が厳しくな

り、同じ建物にいながら各自の部屋から Zoom で談話したり

していました。そんな中、Goodenough College の alumni がメ

ンバーとなっているボランティア活動 C4WS Homeless 

Project のＷinter Shelter でのボランティア募集がありました。

英国の医師免許は持っていないためロンドンで COVID-19

の診療に協力できず、代わりに何かできないかと思っていた

ところでしたので、このボランティアに週末や休み期間に参

加することにしました。プロジェクトのメンバーの方に加え、

私のような学生ボランティアや利用者と対面で会話をするこ

とができたのはロックダウン下での精神的健康のためにも貴

重な機会でしたし、良い思い出になりました。また幸い、

social care worker としてコロナワクチンの優先接種を受ける

ことができました。 

 ロックダウンが解除されてからは、LSHTM のクラスメイトや

Goodenough College の学生とロンドンの街や公園を散策し、

博物館、美術館、植物園を訪れ、スコットランドやジュラシッ

クコースト、バースを観光するなど、イギリスを満喫することが

できました。 

 英国伝統文化を体験すると同時に、多様な民族が互いに

尊重して共存するロンドンで生活し、ここは diversity と

inclusion の先駆都市であると実感しました。コロナ対策につ

いては制限のかけ方と一般の人々の反応の両面で日本との

違いを見ることができ、貴重な経験をすることができました。 

 

留学後 

留学で学んだことを活かして、主に感染症対策を通した

国際医療協力ができればと考えています。2021 年 10 月に

国立国際医療研究センター国際医療協力局に入職しました。

低中所得国における医療・保健衛生の向上のためのプロジ

ェクト実施や、人材育成、研究、感染症等の健康危機に対

する緊急援助活動などに携わっていく所存です。 

 

 

12 月 Diploma 試験終了後、クラスメイトと 

 

 

4 月、教授、クラスメイトと London Fields で 

 

 

 

終わりに 
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 コロナ流行下の留学にはなりましたが、修士課程の内容は

もちろん、ロンドンで生活し、多くの先生や世界中からの学

生と交流することができました。この貴重なつながり、経験を

大事にしていきたいと思います。最後に BCJA 奨学生として 

1 年間サポートしてくださいましたことに、改めて感謝申し上

げます。 

 

（2020 年度 BCJA 奨学生 London School of Hygiene & 

Tropical Medicine） 

2021 年度 BCJA 会計決算報告書 
（2020.11.1～2021.10.31） 
 
（一般の部）                            

収入の部                                                   

科     目 金     額 
前年度繰越金 △494,162 円

年会費＠2,000×41          ▽ 82,000 円

合     計 △412,162 円

 

支出の部 

科     目 金     額 
ニューズレター 33,770 円

発送費 7,200 円

アルバイト 60,000 円

文具等 9,607 円

Web 更新費 23,100 円

合     計 133,677 円

 

2021 年 10 月 31 日現在の資産状況 

次期繰越 (a) △545,839 円

 

（BCJA 奨学基金の部） 

収入の部                                                   

科     目 金     額 
前年度繰越金 403,055 円

寄付金（36 名） 880,000 円

合     計 (b) 1283,055 円

 

支出の部 

科     目 金     額 
奨学金＠150,000×5 人 750,000 円

振込手数料 2,910 円

小計 (c) 752,910 円

 

2020 年 10 月 31 日現在の資産状況 

次期繰越 (b-c)) 530,145 円
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2022 年度 BCJA 奨学基金趣意書             

2022 年 1 月 31 日 

          BCJA 会長  青柳昌宏 

BCJA 奨学基金は、2000 年より BCJA 会員の有志の皆さ

まからの寄付金を基盤として、英国留学生の支援活動を着

実に進めてきております。昨年度は、4 名の留学希望者に対

して、奨学金を授与することができました。 

今年度も奨学生の募集を行いますので、奨学基金へのご

寄付をお願い申し上げます。 

 

記 
 

一口 5,000 円 二口以上でお願い申し上げます。同封の

郵便振込用紙に、振込額、住所、氏名をご記入の上、下記

口座宛にお近くの郵便局でお手続きいただければ幸いで

す。 
ご寄附頂きました方々への領収書等の発行は特に致して

おりませんが、必要であればご連絡、或いはご寄附の際に

振込用紙にその旨、ご記載下さいますようお願い申し上げま

す。  
尚、御礼状に関してはNewsletterにて代えさせて頂きます

ことを御理解下さい。 

 

口座記号番号：00180-0-426794 

加入者名：BCJA 奨学基金 

事務局   島津幸男  

〒745-0004 山口県周南市毛利町 3-37-1-612 

連絡先 Tel：090-8773-1024  Fax：0834-32-4030 

e-mail：jck.shimazu@gmail.com 

 

 

********************** 

BCJA の銀行口座のお知らせ 

金融機関名： ゆうちょ銀行 

金融機関コード：9900 

店番： 019 

店名：０一九店（ゼロイチキュウ店） 
科目： 当座   
口座番号： 0426794 
受取人名： BCJA ショウガクキキン 
要注意！ 

総会参加費等、BCJA への振込時、ネットバンキングをご利

用の会員の皆様には、次の点をご注意下さい。 

振込先 ： ビーシージェイエー（BCJA） 

 

2019 年度 BCJA 奨学基金協賛者一覧 

2021 年 10 月現在 

年会費納入者 41 口（8.2 万円）  

奨学金納入者 36 口（88 万円） 
 

協賛者氏名 （敬称略 順不同）: 

渡辺素子 関谷 透 田中 晋 

難波光義 広本勝也 岡井清士 

池浦貞彦 青柳昌宏 杉浦和朗 

大谷剛彦 山下 博 小澤 博 

横山俊夫 加藤久雄 髙井 清 

小倉暢之 白鳥 令 河本直紀 

齋藤 勉 山口晶子 西田宏子 

石渡淳一 桂 文子 平タカオミ 

玉井俊紀 土井 恒成 草間芳樹 

荒木 喬 石原 理 池田 修 

斎伯シンジ 長澤 泰 本吉邦夫 

平田富夫 高井 清 島津幸男 

注記： 振込票でお名前が不鮮明であった方については、

申し訳ございませんが、苗字のみ標記いたしております 

 

 

BCJA ホームページについて                  

ホームページ担当 

BCJAのホームページhttp://www.bcja.net/では、過去のニ

ューズレター閲覧、BCJA 英国留学奨学金、BCJA 活動状況、

メンバー向け案内などがご覧になれます。幅広く有益な情

報を提供できるサイトにするため、どうぞ皆さまからのご意見、

ご希望をお寄せ下さい。 

 

 

Google グループ[bcja]のご利用案内             

Google グループ担当 

BCJA 会員の情報交換、情報伝達などに活用していた

だくために、Google グループの中に BCJA 会員専用グル

ープとして、[bcja]グループを新規に設定いたしました。こ

れまでの Yahoo グループのメンバーの方は、登録内容を
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移行しております。登録を希望される方は、Google へ登

録後に下記の URL にアクセスして下さい。 

https://groups.google.com/forum/?hl=ja#!forum/
bcja-member 
または、masa_aoyagi5@yahoo.co.jp までメールでご連絡

をお願いいたします。 

 

 

 


